
表イ 平成31年度入学生徒の教育課程表
奈良県立山辺高等学校　全日制課程　生物科学科

国語総合 4 4
国語表現 3
現代文Ａ 2
現代文Ｂ 4 2 2
古典Ａ 2
古典Ｂ 4

世界史Ａ 2 2
世界史Ｂ 4
日本史Ａ 2 2
日本史Ｂ 4
地理Ａ 2 2
地理Ｂ 4

現代社会 2 2
倫理 2

政治・経済 2
数学Ⅰ 3 3
数学Ⅱ 4
数学Ⅲ 5
数学Ａ 2 ｱ2 ※ ｱ2 ※
数学Ｂ 2

実用数学ア 3 3 ※
実用数学イ 3 3 ※

科学と人間生活 2 2
物理基礎 2 2 ※

物理 4
化学基礎 2 2 ※

化学 4
生物基礎 2 2 ※

生物 4
地学基礎 2 2 ※

地学 4
体育 ７～８ 3 3 2
保健 2 1 1

音楽Ⅰ 2
美術Ⅰ 2
書道Ⅰ 2
音楽Ⅱ 2
美術Ⅱ 2
書道Ⅱ 2

コミュニケーション英語基礎 2 2
コミュニケーション英語Ⅰ 3 2
コミュニケーション英語Ⅱ 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4

英語表現Ⅰ 2
英語表現Ⅱ 4
家庭基礎 2 2
家庭総合 4

生活デザイン 4
社会と情報 2 2
情報の科学 2
新聞活用 2 2 ※

読書 2 2 ※
体験活動 1 1（１） ※ ０・１
NPO活動 2 1（１） ※ 1（１） ※ 0・1・2

56～66（3）
農業と環境 ２～４ 3
課題研究 ２～６ 2
総合実習 ２～１２ 2 （１） 2 (1) 4

作物 ２～４ 2 ※
野菜 ２～８ 2 ※ 3 ※
草花 ２～１０ 2 ※ 3 ※
畜産 ２～４ 3 ※

植物バイオテクノロジー ２～８ 2 ※
造園計画 ２～８ 3 ※

環境緑化材料 ２～４ 2 ※
生物活用 ２～６ 2 ※ 3 ※

グリーンライフ ２～４ 2 ※
農業機械 ２～４ 2 ※

茶の栽培と文化 2 2 ※
人と動物 3 3 ※

動物飼養管理 4 4 ※
動物生理・生態 3 3 ※

課題研究 ２～４ 4 ※
情報処理 ２～６ 2 ※ 2 ※

子どもの発達と保育 ２～６ 2 ※
服飾手芸 ２～６ 3 ※

フードデザイン ２～６ 2 ※ 4 ※
食文化 １～２ 1 ※

エチケット 2 ｱ2 ※ ｱ2 ※
情報の表現と管理 ２～４ 3 ※

情報メディア ２～６ 3 ※
英語 英語理解 ２～８ ｱ2 ※ ｱ2 ※ 0・2

5 （１） 5～11 （１） 22～32（2）
28 （１） 30 （3） 30 (1) 88(5)

３～６ 1 1 0 2
29 （１） 31 （3） 30 (1) 90(5)

3
30 （１） 32 （3） 31 (1) 93(5）合　　　　　計

12～16
各教科・科目計

ＩＳ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｔｕｄｙ）
各教科・科目計

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

農業

25･27･28･29･
30･31･32･33･
34･35･36･37･
38･39・40･41･

42・43・44・
45・46・47･

48･49・51（2）

商業 0・2・4・6

専家庭
0･２･３・５・６・
８・９･11・12・

14

専情報 0・3・6

専門科目単位数小計

総合 0・2・4

小　　　　計 23 19～25(2) 14～18(1)

フロンティア

外国語 4

家庭 2

情報 2

3・5・6・8・9・11

理科 4・6・8・10

保健体育 10

芸術

2

2
各
教
科

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国語 8

総合実習( )は
時間外単位とする

地理歴史 6

公民 2

数学

生　物　科　学　科

備考
1 2 3 計

区分 教科 科目

学科

年次

標準単位数

総合的な学
習の時間の
一部は課題
研究により
代替する。

奈良TIMEを総
合的な学習の
時間（１年次）
の中で実施

２、３年次に
おける選択
科目は※か
ら自由に選
択する。
野菜、草花
の２年次２
単位と３年
次３単位は
継続履修
食文化と子
どもの発達
と保育は同
時履修
物理・化学・
生物・地学
の基礎科目
から必ず１
科目選択す
ること。

継続履修以
外の２，３年
次の選択科
目は同一科
目の履修は
不可。
ｱで示す科
目を選択す
る場合、２
年次または
３年次での
履修。

３年次のフード
デザイン(4)の選
択は２年次の
フードデザイン
が履修済みであ
ること。
生物活用は２，
３年次継続履修。

自由選択の
※から農業
に関する専
門科目を１２
単位以上選
択すること。

フロンティアの1
（1）は、学校外

での学習である


	生物科学科表イh31

